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 1. 米国ロサンゼルス港およびロングビーチ港の状況  

⚫ サンペドロエリア（ロサンゼルス港およびロングビーチ港）での

2021年 7月のコンテナ滞留日数は、前月の 4.76日から 5.2日に

増加し、2021年 1月の水準に逆戻りしました。コンテナが 5日以

上港に滞留している割合も、前月の 23.6%から 26.7%と更に悪化

しました。 

⚫ なお、両港の 7 月のコンテナ総取扱量は、対前年比 4.11％増の

1,675,644TEUで、引続き対前年比で増加しています。 

⚫ ロングビーチ港では、2021 年 8 月も過去最高の月間コンテナ取

扱量を記録しており、2020年 7月以降の 14ヶ月の内、13ヶ月で

月間コンテナ取扱量の過去最高を記録しました。同港ではこの

ほどトラックドライバー向けに港内の混雑情報をテキストメッセー

ジで発信するサービスを開始しました。 

⚫ 両港の沖合の待機船も、9 月 6 日時点では 36 隻とピーク時の

2021 年 2 月の水準に戻っており、今後も悪化がみこまれていま

す。他港の混雑悪化に伴い、処理能力に余裕のあるポートランド港に寄港する定期コンテナ航路も増えております。 

⚫ 同エリアでの鉄道ランプでのコンテナ滞留の平均日数は前月の 11.8 日から 11.3 日とやや改善したものの、引続き混乱は

続いています。鉄道輸送からトラック輸送に切替える荷主も増えていますが、需要の急増から内陸トラック輸送費用の高騰

を招いています。 

⚫ 西海岸の港湾での混雑を受け、輸送コストが高くなっても航空便を選択する荷主も増えており、特に米州向けは前年比で

2.2 倍となっています。 

⚫ 弊社現地法人がお客様と対話する中で、下記のようなお声をお伺いする機会も増えております。 

➢ 運賃の高騰とスペース逼迫のため、輸送手配に深夜まで追われている。 

➢ ブラックフライデーに向け入荷を増やしたい時期であるが、コンテナスペースが確保できず、十分な入荷も得られない

ので、市場の需要に追い付いていない。 

➢ 鉄道輸送の保管ヤード等で滞留している間にコンテナが何者かに開けられ、盗難に遭うケースも発生している模様。 

⚫ ホリデーシーズンに向けた物流のピークシーズンはまだ続くため、混雑が長期化する恐れがあります。 

上記情報につきましては、あくまで現時点での状況をご報告するものです。最新情報を常にご確認いただきたく、どうぞよろしく

お願いいたします。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

【出展】日刊サン電子版 9/12号、  ロングビーチ港 https://polb.com/  

ロサンゼルス港 Port Optimizer http://volumes.portoptimizer.com 

本 Topics に関するお問い合わせ、ご意見、ご感想等ございましたら、弊社営業担当までお寄せください。編集にあたって

は万全の注意を行っていますが、本 Topics 情報の正確性を保証するものではなく、これにより生じたいかなる損害に対し

て弊社は一切の責任を負わないものとします。 

これからのホリデーシーズンに向けて物流量増加の中、世界各地の主要港では港湾の混雑解消に向けて引続

き課題が山積しております。本号では、2021 年 8 月 12 日号でお伝えした米国ロサンゼルス港およびロングビー

チ港の混雑状況について、続報をお伝えします。 

TOKIO MARINE Topics (物流関連速報) 

【続報5】世界的な港湾混雑による物流への影響（ロングビーチ・ロサンゼルス） 
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